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令和７年 第１回定例会で意見が分かれた議案の採決

令和７年 第１回南島原市議会定例会議決一覧
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議案第２号 原案可決
議案第18号 原案可決

修正案
原 案

否 決
議案第21号

原案可決
議案第28号 原案可決
請願第１号 不 採 択
発議第３号 原案可決

議 案 番 号
議案第29号

件 名 議 決 年 月 日 議決の結果
南島原市長及び副市長の給与に関する条例の一部を改正する条例について

報告第１号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

議案第１号
議案第２号
議案第３号
議案第４号
議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第30号
議案第31号
諮問第１号
諮問第２号
同意第１号
請願第１号
発議第１号
発議第２号
発議第３号

専決処分の報告について
（損害賠償の額の決定について）
専決処分の報告について
（南島原市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について）
専決処分の報告について
（南島原市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例について）
専決処分の報告について
(損害賠償の額の決定について )
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
南島原市サテライトオフィスに関する第三者委員会条例の制定について
南島原市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
南島原市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
南島原市職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
南島原市行政改革推進委員会条例の一部を改正する条例について
南島原市営駐車場条例の一部を改正する条例について
南島原市深江ふれあいの家条例の一部を改正する条例について
南島原市加津佐総合福祉センター条例の一部を改正する条例について
南島原市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について
南島原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
南島原市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
南島原市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例について
南島原市歴史民俗資料館条例の一部を改正する条例について
南島原市世界遺産影響評価委員会条例の一部を改正する条例について
茸山辺地に係る総合整備計画について
字の区域の変更について
令和６年度南島原市一般会計補正予算（第８号）
令和６年度南島原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
令和６年度南島原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和７年度南島原市一般会計予算
令和７年度南島原市国民健康保険事業特別会計予算
令和７年度南島原市後期高齢者医療特別会計予算
令和７年度南島原市水道事業会計予算
令和７年度南島原市下水道事業会計予算
南島原市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
南島原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
南島原市原城跡世界遺産センター新設工事（建築）請負契約の締結について
令和６年度南島原市一般会計補正予算（第９号）
令和７年度南島原市一般会計補正予算（第１号）
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
教育委員会委員の任命について
南島原市サテライトオフィス等開設支援事業補助金等の弁償について
南島原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について
南島原市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について
議員定数等調査検討特別委員会の設置について
閉会中における各委員会の継続調査申出について
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不 採 択
原案可決
原案可決
原案可決
決　　定
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賛
否
討
論

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
修
正
動
議
〕
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
８
億
２
，

２
７
１
万
４
千
円
を
削
除
い

た
す
べ
く
、
所
要
の
修
正
を

す
る
も
の
。
過
去
３
度
に
わ

た
り
修
正
案
を
提
出
し
て
き

た
が
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
た
。

市
民
の
支
持
・
負
託
を
受
け

そ
の
代
弁
者
と
し
て
の
議
員

が
、
各
々
の
判
断
に
よ
り
賛

否
を
示
し
、
そ
の
中
で
建
設

賛
成
が
大
多
数
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
我
々
発
議
者
の

予
測
や
考
え
が
誤
り
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
将
来

予
測
は
両
論
あ
ろ
う
と
、
二

元
代
表
の
片
翼
で
あ
る
議
会

に
対
す
る
市
側
の
説
明
責
任

は
、
と
て
も
果
た
し
た
と
は

思
え
な
い
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
混
乱
の
渦
中
に
あ

る
執
行
部
の
提
案
す
る
大
型

建
設
予
算
を
、
計
画
が
進
行

中
だ
か
ら
と
い
っ
て
承
認
す

る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。

〔
原
案
に
賛
成
〕
本
格
的
に

事
業
が
進
ん
で
い
る
中
で
同

様
の
議
論
を
行
う
こ
と
に
非

常
に
違
和
感
を
覚
え
る
。
工

事
請
負
費
等
は
令
和
６
年
度

に
債
務
負
担
行
為
が
設
定
さ

れ
、
展
示
工
事
等
は
既
に
一

部
契
約
済
み
。
予
算
が
確
保

で
き
な
け
れ
ば
、
契
約
不
履

行
と
な
り
市
に
損
害
が
生
じ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
既
に
費
や
さ
れ
た
３
億
５

千
万
円
が
全
て
無
駄
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
に

交
付
さ
れ
た
交
付
金
の
返
還

や
起
債
の
繰
上
げ
償
還
も
必

要
と
な
る
。
事
業
中
止
は
全

く
現
実
的
で
は
な
い
。

〔
修
正
案
に
賛
成
〕
大
型
事

業
で
見
積
り
額
が
増
大
さ
れ

た
過
去
が
あ
る
。
本
市
の
人

口
増
が
見
込
め
な
い
中
、
維

持
管
理
は
我
々
市
民
が
負
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
す
ぐ
で
も
大
型
事
業
を
中

止
す
る
と
い
う
こ
と
が
我
々

市
民
の
務
め
。

〔
原
案
に
賛
成
〕
本
市
が
誇

る
世
界
遺
産
を
後
世
に
継
承

し
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
を
推
進
す
る
た
め
、
本
セ

ン
タ
ー
の
整
備
は
大
変
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
ま

た
、
自
転
車
を
活
用
し
た
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
世
界
遺
産

の
魅
力
発
信
を
組
み
合
わ
せ
、

持
続
可
能
な
観
光
資
源
の
活

用
が
期
待
で
き
る
。

〔
修
正
案
に
賛
成
〕
地
域
の

活
性
化
と
い
う
の
は
分
か
る

が
、
こ
の
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
の
収
入
は
入
館
料
だ
け

で
、
維
持
管
理
費
が
か
か
る
。

人
口
減
少
と
か
い
ろ
い
ろ
言

わ
れ
る
中
、
既
存
の
建
物
を

利
用
す
る
の
が
平
成
の
大
合

併
だ
っ
た
と
思
う
。

〔
原
案
に
賛
成
〕
予
算
を
削

る
こ
と
は
、
今
ま
で
に
費
や

さ
れ
た
費
用
が
無
駄
に
な
り
、

事
業
実
施
で
き
ず
、
本
市
の

信
用
を
著
し
く
失
墜
す
る
も

の
。
し
か
し
、
確
か
に
完
成

後
の
集
客
や
施
設
の
維
持
管

理
の
問
題
も
一
定
理
解
で
き

る
。
行
政
当
局
は
施
設
の
建

設
あ
り
き
で
は
な
く
、
そ
の

運
営
に
つ
い
て
は
十
分
な
準

備
を
し
、
多
く
の
人
に
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
こ
と
を

強
く
要
望
し
て
原
案
に
賛
成
。

【
議
案
第
21
号
】
令
和
７

年
度
南
島
原
市一般
会
計

予
算
」に
対
す
る
修
正
動

議
に
つ
い
て

Report
02 議会運営委員会視察研修報告

議員定数及び報酬の改正について

委員長　中村　哲康

■視察内容
　本市議会において令和８年の改選に向けて、定数と報酬の
推移、改正の動機、主な取組状況などについて､調査を行った。
■１月29日（水）　雲仙市
●定数  19人→17人  　　●報酬  35万円→37万円
■１月29日（水）　諫早市
●定数  30人→26人  　　●報酬  40.５万円→45万円
■１月30日（木）　西海市
●定数  18人→16人  　　●報酬  31万円→35万円

【委員長所見】人口減少に伴い議員定数の削減も必要ではある
が、議員が少数になれば、民意が反映されにくくなる等のデメ
リットにも配慮して対処していかなければと感じた。
　報酬においては、本会議以外の活動、議員年金や退職金がな
いことなど、議員の現状を市民に理解してもらったうえで、報
酬の改正の話をしていかなければと考える。
　議員を取り巻く諸課題の解決に向け、市民の理解を得られるよう、
議会として、みんなで考え、みんなで取り組んでいく必要があると思う。
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広報編集特別委員会
視察研修報告

議会だよりの編集方法及び
表紙の選定について

委員長　井上　修一

■１月23日（木）　波佐見町
　議長を除く11名(内５名が編集委員)で委員会を構成｡
サイドブックス(※1)の共有メモを利用し、委員11名によ
り､校正箇所、意見などを書き込み、それを元に、編集
委員５名で編集していく。表紙は、地元波佐見高校美
術工芸科の先生にお願いし､生徒の作品・紹介文・作者
の写真､全てを提供してもらっている。

■１月24日（金）　平戸市
　委員会は各会派から１名ずつ計６名で構成。３回の
委員会開催後、校正後データをサイドブックスに掲載
し、それに対する意見を踏まえ、事務局長、委員長で
最終確認をする。表紙・裏表紙については改選時に
テーマを設定し、現在は「平戸市の力」というテーマ
で、市内で活躍する人や団体を紹介している。

(※1)サイドブックス…クラウド上に本棚を作成して文書を共有
できるシステム。

【委員長所感】どちらもサイドブックスを活用され
ており、また、住民にいかに感心を持って読んでも
らえるか工夫がなされ、とても参考になる有意義な
研修となった。


